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背景

• xDSLによるインターネット接続サービス加入者増

加によりインターネットは情報基盤のひとつになり
つつある

複数の多様な宅内通信機器に対し以下2点の設定が必要
� IPアドレスなど構成情報の値

� 通信アプリやユーザに応じた構成情報の値
宅内通信機器のソフトウェアを最新にする必要

複数の多様な宅内通信機器に対し以下2点の設定が必要
� IPアドレスなど構成情報の値

� 通信アプリやユーザに応じた構成情報の値
宅内通信機器のソフトウェアを最新にする必要

インターネットに関する知識や経験の少ない人にとって

これらの設定は面倒な事である

インターネットに関する知識や経験の少ない人にとって

これらの設定は面倒な事である
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課題

1. HNW(ホームネットワーク)を構成する宅内機器や

通信アプリを一括で自動設定する

2. 実際利用される通信アプリに応じてISP(Internet
Service Provider)のサーバで管理されるユーザ情

報を取得し、宅内機器に自動設定する

3. 宅内機器のソフトウェアを最新に自動更新した上で
自動設定する
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既存技術

A) IPネットワークの構成情報を集中一括し自動設定
– DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol)サーバが多様なIP
通信機器に対しIPネットワークの構成情報やDNSサーバのIPアド

レスなどを集中して一括自動設定

B) IPネットワークの構成情報を分散協調し自動設定
– DHCPサーバなしでIP通信機器が分散協調してIPアドレスを自動

設定する技術

– manet(Mobile Ad-hoc Network)での利用を想定し自動設定する

技術

××××××××××××B)

××××××××△△△△A)

課題課題課題課題3.課題課題課題課題2.課題課題課題課題1.

IPネットワーク構成情報を一括設定可能(課題課題課題課題1.△△△△)

アプリやユーザに応じた構成情報対象外(課題課題課題課題2.××××)

ソフトウェア更新対象外(課題課題課題課題3.××××)

IPネットワーク構成情報を一括設定孵化(課題課題課題課題1.××××)

アプリやユーザに応じた構成情報対象外(課題課題課題課題2.××××)

ソフトウェア更新対象外(課題課題課題課題3.××××)
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既存技術

C) UPnP(Universal Plug and Play)等と組み合わせる
– UPnP等サービスやデバイスの自動発見機能とサービス利用のた

めのインターフェース＋IPネットワークの構成の自動設定方式

××××××××○○○○C)

課題課題課題課題3.課題課題課題課題2.課題課題課題課題1.

UPnPやJiniの利用(課題1.○)

サービスインターフェースの定義が汎用的
アプリなどの構成情報の設定が不十分
HNW内単一LANに限られる(課題2.×)

ソフトウェア更新は対象外(課題3. ×)
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提案方式

• 初期設定を対象にサーバ連携による宅内通
信機器自動設定方式
–サーバ接続前段階

• 宅内通信機器とサーバとの通信可能

–サーバ接続後段階
• サーバから通信アプリやユーザに応じた構成情報の
値・ソフトウェア取得後自動設定・更新

– UPnPサービスインターフェースを新たに拡張定
義
• 通信アプリやユーザに応じた構成情報を自動設定

課題課題課題課題1.のののの解決解決解決解決
課題課題課題課題2.のののの解決解決解決解決
課題課題課題課題3.のののの解決解決解決解決
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提案方式(前提)

• 必要な構成情報の値や更新プログラムはISP事業者のサーバに登録済
• ユーザの手元には以下の内容が記録されている可搬メディア(CD-R等)がある

• 宅内通信機器の設定に必要なパスワード
• 無線LANドライバ
• 無線LANの暗号鍵生成アルゴリズム

• ブラウザ自動設定に必要な情報
• 一体型モデム機能の構成情報
• 自動設定プログラム

• 宅内機器のハードウェアの設定は正しくユーザが行う
• 自動設定プログラムを実行できる宅内通信機器がHNWにある
• HNW内でDHCPサーバが動作する
• 無線LAN AP機能を一体型モデムが提供する場合IEEE802.11b/gに準拠し、起
動後ESSIDを含むビーコンを定期的にアドバタイズする

• ユーザがxDSL利用アカウントとそのパスワードを主導で一体型モデムに設定
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提案方式
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提案方式(サーバ接続前段階)
自動設定自動設定自動設定自動設定プログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行するするするする宅内機器宅内機器宅内機器宅内機器のののの自動設定自動設定自動設定自動設定

ISPドメイン

サーバ

一体型モデム
(UPnP デバイス)

PC

(UPnP CP)

1.自動設定自動設定自動設定自動設定PG実行可能実行可能実行可能実行可能かかかかチェックチェックチェックチェック

2.WLANカードドライバカードドライバカードドライバカードドライバののののインスインスインスインス
トールトールトールトールととととWLAN構成情報自動設構成情報自動設構成情報自動設構成情報自動設

定定定定

3.HNWでででで有効有効有効有効ななななIPネットワークネットワークネットワークネットワーク

構成情報構成情報構成情報構成情報をををを自動設定自動設定自動設定自動設定
DHCP

4.ブラウザブラウザブラウザブラウザのののの設定設定設定設定

5.UPnP CP機能有効化機能有効化機能有効化機能有効化とととと自動自動自動自動
設定設定設定設定したしたしたした値値値値をををを有効化有効化有効化有効化(再起動)

と設定値の再チェック

環境が整って
なければ終了

環境が整って
なければ終了

Probe req

Probe res

CP(Control Point)
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提案方式(サーバ接続前段階)
他の宅内機器自動設定

ISPドメイン

サーバ

一体型モデム
(UPnP デバイス)

PC

(UPnP CP)

7.発見発見発見発見したしたしたした宅内機器宅内機器宅内機器宅内機器をををを自動設定自動設定自動設定自動設定

後宅内機器再起動

8.宅内機器宅内機器宅内機器宅内機器をををを再自動検出再自動検出再自動検出再自動検出

9.xDSL接続接続接続接続・・・・グローバルグローバルグローバルグローバルIPアドアドアドアド

レスレスレスレスのののの設定設定設定設定ののののチェックチェックチェックチェック

200 OK

SOAP

GENA event

200 OK

SOAP

nslookup req

10.インターネットインターネットインターネットインターネットにににに接続可能接続可能接続可能接続可能かかかか

チェックチェックチェックチェックHTTPS

再起動の終了を通知再起動の終了を通知

6.宅内機器検出宅内機器検出宅内機器検出宅内機器検出
200 OK

SSDP M-SEARCH

GENA Subscription
200 OK

再起動の終了
通知要求

再起動の終了
通知要求

検出結果
通信通信通信通信アプリアプリアプリアプリ
・・・・VoIP
・・・・WLAN AP機機機機

能能能能
デバイスデバイスデバイスデバイス
・・・・一体型一体型一体型一体型モデムモデムモデムモデム

検出結果
通信通信通信通信アプリアプリアプリアプリ
・・・・VoIP
・・・・WLAN AP機機機機

能能能能
デバイスデバイスデバイスデバイス
・・・・一体型一体型一体型一体型モデムモデムモデムモデム

nslookup res

200 OK

情報が正しく復
帰したか確認

情報が正しく復
帰したか確認
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提案方式(サーバ接続後段階)
ISPドメイン

サーバ

一体型モデム
(UPnP デバイス)

PC

(UPnP CP)

11.モデムモデムモデムモデムののののファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアのののの更更更更

新新新新の有無をチェック
もし更新ファームウェアがあれ
ば更新しモデム再起動

12.VoIP設定設定設定設定

モデムが機能を提供するか
チェック後必要な値を取得後モ

デムに自動設定

200 OK

HTTP

HTTPS

13.E-mail設定設定設定設定

200 OK

SOAP

200 OK

SOAP

200 OK

SOAP

14.WLANカードドライバカードドライバカードドライバカードドライバ更新更新更新更新のののの

有無有無有無有無チェックチェックチェックチェック

15.WLAN構成情報自動設定構成情報自動設定構成情報自動設定構成情報自動設定

構成情報が正しく
復帰しているか確
めるため宅内機
器再検出も行う

構成情報が正しく
復帰しているか確
めるため宅内機
器再検出も行う

更新可能であれ
ば更新前の情報
を保存し古いドラ
イバを削除後
自動更新

更新可能であれ
ば更新前の情報
を保存し古いドラ
イバを削除後
自動更新

値が正しく復帰
したか確認

値が正しく復帰
したか確認

HTTPS
200 OK

200 OK

HTTPS
200 OK

HTTPS
200 OK

Probe req

Probe res
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提案方式
(UPnPサービスインターフェース拡張)

• InternetGatewayDeviceに新たに追加

– IGDConfigDevice

• UPnPサービスを構成情報を自動取得するために拡

張定義
– IGDConfigSystemService[モデム]

– IGDConfigVoIPService[VoIP]

– IGDConfigWirelessLANService[無線LAN AP機能]

InternetGatewayDevice(モデムなどの設定制御のための標準インターフェース)



14

実装と評価

• 自動設定PGの実行環境はWindows XP

• UPnP CPはWindows XP付属のものを基本に実装

• ブラウザとe-mailクライアントはWindows XP付属のもの

• 最新のモデムファームウェアや無線LANカードドライバを登
録したサーバを設ける

• 自動設定PGは自動設定した構成情報の値をログとしてサー
バに保存(次スライドのグラフの16.)
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実装と評価

• 43の構成情報を925秒で
自動設定

• ソフトウェアの更新無しで
496秒

• インターネットに関する専門
知識を持つ者が設定する
時間はハードウェア設置を
含めても30分～60分かか
る

括弧つきの数値→設定される構成情報の数
括弧なしの数値→処理時間（秒）

同程度同程度同程度同程度or短時間短時間短時間短時間ですべてのですべてのですべてのですべての

構成情報構成情報構成情報構成情報をををを正正正正しくしくしくしく設定設定設定設定できるできるできるできる

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10.11.12.13.14.15.16.
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まとめ

• まとめ
–サーバとの連携とUPnPサービスインターフェー
スの拡張により宅内通信機器を自動設定する方
法を示した

–提案方式を実装し、処理時間を測定し評価した

• 今後の課題
–相互接続性向上による手順の短縮

–様々なネットワーク構成への対応
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一体型モデムの構成情報とその値
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UPnPサービスインターフェース拡張
例（VoIP）


